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Ｉ．問題の所在

　教育の現場で、「倫理」とか「道徳」が扱われる場合、戦前め「修身」を連想して、顔をしかめ

る人もいるかと思う。たとえば、四書の一つ「大学」にある「修身斉家治国平天下＊」という言葉

の実質を真っ向から否定する人はあまりいないだろうが、改めて押し戴くべき言葉と思う人もまた

寡ないだろう。戦後、日本人の道徳意識が低下したことを嘆ぐ向きもあるが、いまさらﾚ「修身」で

もあるまい、というのが大方の日本人の考えでぱないだろうかノ　し　　　　　　　　　　　上

　そもそも、道徳教育（知育、徳育、体育、美育の徳育に当たる）が、学校の教科として必要であ

るのかないのか、論の分かれるところであろう＊゛。学校は、少な1くとも建前上、さまざまな知識や

､知恵を授けるところである6したがって、当然のごと/く、道徳も教えなければならない､万という理

屈は成り立つ。しかしながち、学校で教える道徳をそのまま素直に受け取る児童や生徒の数は、わ

れわれが見積もるほど多くはないのかも知れない。大人の語る道徳が矛盾に満ぢたものであること

を薄々感じ取りはじめ、やがてはその疑惑が反撥につながってゆiくからである。もっとも、唯々諾々

と大人の指示に従うだけの若者よりも、反抗する若者には頼もしい¬一面があると言える6自分の感

性を信じ、既成の制度や規範を批判する能力の証だか/らである。=しかしながら、その反抗が現行の

＊『大学』、宇野哲人全訳注、講談社学術文庫、1983年万（第２刷）、34～37頁、参照。「古之欲明明徳於天下者、

　　先治其国。欲治其国者、先斉其家。欲斉其家者、先修其身。欲修其身者、先正其心。欲正其心者、先誠其

　　意。欲誠其意者、先致其知。致知在格物」。尚、上記引用における正字を現行の文字に改めた。

＊＊　「われわれは、倫理（道徳）を教えることができるか」という問いは、古くて新=しい問いである。たとえ

　　ば、『プロタゴラスソフィストたち』､1プラトン著ご藤沢令夫訳、岩波文庫、1991年し（第６刷）、『アウグ

　　スティヌス著作集２初期哲学論集（2）」、茂泉昭男訳、散文館、1979年I、所収、「教師」√参照。両著作と､も、

　　教育の困難さを主題にしている。また√東洋に目を遣れば、『論語』（第九巻・第十七゜陽貨篇三）に√「子

　　曰、唯上知輿下愚不移」という言葉が見える。いずれにせよ、教育の困難性に関しては、東洋の方がやや

　　楽観的である、と言えるかも知れない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　し　　　し
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社会的規範を大きく＼逸脱し=でいるﾚ場合√｢頼心ﾉしい｣

策を講じて√それをj是正する必要が生くじるﾚ。二今丿白:､………:

じめ｣や△｢不登校｣､＼あるいは………『校内暴力』て万最近七

場を受け持や多くﾚの教師､はこ………日:々これ=らjの諸問題jに
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の道徳とﾚ称する=も]のに鑑みて/自分自身さﾚぽど道徳的

一層の困難が潜んでいる√と言(つでも言くい過ぎには

る立場め者は道徳的でJある､こ/とが望ま:しいが､ﾚ知行

わ:なﾚく/とも道徳を教えることは可能亡あ右。ﾉたとえ

煙草を吸うな｣ﾄ=と命じ｡るこ｡とはで=きる:。上しかしながら
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　これに対しでミ大学における∧｢倫理｣=犬教育や√その

書や解説書など卜は、倫理の実質を教え/る七＼いうよ万=りﾉ

的評価を行うて丿事足れり｣とし√講義するし人や教材

れない､=と＼いう傾向が強かったら､あるこﾚいはﾉﾚ規範倫理

題を扱うばかﾉりjで､＼肝心要の丁大のあ/るべき生ﾉき方｣ﾉ
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これらの新しい倫理学を紹介し、その意義を訴えてはきた．しかし√それは内発的な動機からと言

うよりも、「倫理学においても今日的な問題を直接的に扱わなければならない」＼という外因的な動

機から始めたものである．しかも、これらの学問はいわば＼「舶来品」であり、その摂取に汲々とし

ているのが現状であるノ　　　　　　＼　　　　　　　し　　　　　ト　　　　　　　　…　……

　このようないわゆる「外圧」は意外に強いもので、おそらぐ倫理学を担当し七いる多くの大学教

員が、そめような外圧を肌で感じているのではないだろうか．中には、「大学の哲学系の教官で、ノ

応用倫理学を教えることのできない人は、教育者としての存在理由を失うと言ってもよ=い情勢であ

る」と言い切る人もいるくらいである＊．また√中には、大学の「倫理学」担当者をその営為の不

毛性√偽善性ゆえに烈しく糾弾している人もいる＊＊．そのー方で､=そのように大上段に構えた倫理

ではなく、もっと地道な倫理を考察すべきである、という立場を標榜する人々もいるや＊＊．さらに、

最近になって、新しい倫理を構築しなければならない領域を劃定し､＼その領域の整備を急ぐ人々も

いるoいずれにせよ、大学における「倫理」教育のあり方を巡っていろいろ試行錯誤すること

は、けっして無駄ではないだろう．筆者も、暗中摸策とは言え、日々丁倫理」を教える立場として

その点に思いを致している一人であるＯ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．　．･．．　　　　　　　．　　　．

　以上めことから、大学における「倫理」教育の可能性を探る一端として、既成の倫理説を紹介・

検討することからしばし離れ、より実質的な倫理を学生と共に考えるための方策を練ることが小論

の目的となる6具体的には、二つの手立てを挙げ〔第Ｈ節〕、その実践形態を報告し〔第Ⅲ節〕、今

後の課題を掲げてみたりヽ〔第IV節〕．　　し　　／　　　　　　　犬　　　十六　　　　　　ニ

　はたして、日常生活の中から倫理に関わる現象を探し出し、いかなる既成の倫理説にも依存する

ことなく、われわれ自身の倫理を摸策することなどできるのだろうか．これからの大いなる課題と

なるだろう．　　　：　　　　ｊ　　　　　　　．･･．・．．　　･･．　　･．･　　　・．　　・　･．　　・．．．　　　　･．･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n . 方法と目的　　　　十　　し　　　　　ノ　　し

　　　（ａ）学科改組と学生気質の変化　　　　　し　し　　　　・.　･...・　　　　･･　　　　..･..･

筆者は、高知大学・人文学部赴任以来、主としで「倫理学」を担当しており√平成10年度後期終

了時点でほぼ７年が経過していた（但し、半年の内地研修斯間を含む）． こ の 間、学部の講義や演

習（一般教育や共通教育とは別立て）では、さまざまな倫理説の紹介〉（読書案内を含む）や検討、

基本的な倫理問題（愛4幸福など）の吟味、あるいは著名な倫理学書（哲学書）＼の講読（モンテー

ニュの「エセー」、デカルトの「方法叙説」、ベルクソンの「道徳と宗教の二源泉」、など）を実施

してきた．学生の参加態度やリポート、試験答案などを見る限り、参加学生はおおむね真面目に講

義や演習に臨んでいたと言える．しかしながら、「倫理学」担当者として、哲学専修時代（制度と

して哲学を専門的に学ぶ学生が在籍した頃．改組後、哲学専修制度は廃止された．ぽぼ赴任後最初

の２～３年間）とは異なる学生気質に触れ、講義形態等を変革する必要に迫られたのである．哲学

＊『二十一世紀のエチカ応用倫理学のすすめ』､1加藤尚武著、未来牡、1995年（第３刷）、229頁、参照。し

＊＊　「善悪と自他」、森口美都男、『哲学研究』（京都哲学会卜第500号、1966年、所収、参照。

＊＊４『マイクロ・エシックスー小銭で払う倫理学－』、川本隆史他編、昭和堂、1993年、参照。さらに､/日

　　常生活におけるさまざまな出来事を具体的に分析している外国の著作としで、『ささやかながら、徳につい

　　て（Ｐｅtit tｒaiｔｅｄｅｓｇｒａｎｄｅｓｕｅｒｔｕｓ）」、アンドレリ=フント＝スポンヴイル著√中村昇／jヽ須田健／コリー

　　ヌ・カンタン訳、紀伊國屋書店、1999年（第２刷）、参照。　　　十/

＊＊＊＊　新しい時代の冠倫理の邦語文献としては､つ以下のもしのを参照。『情報倫理学電子ネットワーク社会のエ

　　チカ』、越智貢／土屋俊／水谷雅彦編、ナカニシヤ出版､:2000年、『テク=ノエシックス知っておきたい科学技

　　術の倫理』、塚本一義著、昭和堂、2000年。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
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専修時代は4つ参加学生りほとんどが哲学を専門に履修長安卜岑昨蛎ｿﾞ呻口は消極的jな学生jもﾉいたが)、

前提となる基盤が共通していた６ yうまぺりﾚ√学生の受

礎的な科目∧(倫理学概論や倫理学史)/の上=に、しV

た。 し=かし、＼倫理学が人間科学こ卜ふズノ(現在は、ニ人

専門と:しで倫理学(哲学)二を卒論のテ÷ﾔﾌにすこる＼わ､けｹぐ

語学等をI専攻する学生)二も多数教えることﾄになつ万たよ:･:じ万

ントなどの哲学者の倫理説を紹介J＼.ﾚ検討するﾚだけでﾚは済

近な=問題を具体的に考えくるかたちの講義が必要に‥なﾅづﾅだ

｢倫理学特殊講義｣トでぱ、｢日常性ﾉめ倫理｣＼と称し七こ==………=｢4

｢人間疎外｣∇などの今日ﾀﾞ的Jデこ々膏、＼学生全員=Tぐ討議七う

たリポー＼ﾄﾉや発言を∇目の当た〕り:にして･､二既成め倫理説の

学生の関心か向かうかが身=に沁みて分かうたも

さて､ﾄ実際に行ってきた講義や演習から、学生

してjみよう。十　１　　　　　　　　　　　　　■■■　　　■

(1)学生め多jくは=､く学問/とﾄしてのく｢｢とﾌﾟぐに歴史｣1、

　を抱かない。]それでjいて、ﾄ二日常生活における、

(2)学生の多くは、最初のに=う=ぢは自分で考えると

∧くうちに√徐々･にではあるこが自分の考:えを表

(3)学生め多＼く＼は√論理的いyj抽象的議論に弱いノ

(4)学生め多=く=jま√講師:の講義をまとめ芯能力は

(5)学生め多=くﾚは、ｆ

とはあﾉま町ない。万

他にもい宍ろいろj気付万<.点はあるが､〉おおむ

へ=基

か七）

付けら/れでみると、

理学･ﾐ………万民族学√言

√プラ√=ﾄ÷ンヤヵ

こくもｿつ

筆者ば、これら犬5点のあ=まり歓迎できない特徴を参

平成Ｕ年度において√実際に実施七てみﾚたのであ本、

生に自分で考えるととめ大切さを=喚起きせ=るﾚ√③俵

④学生に粘町強/ぐ問題を追究する1態度を身につけさ

などである√具体的には√以下の要領で講義形態をj

いる。

(1)既成の倫理説の紹介｡ﾄ検討を行わないでも可

　通して､ﾄ倫理問題を発見させる･。上も/ちろん･､……F

圓問題に対七で自分で考え=る機会を与えﾀﾞる＼講義

　質疑応答√および講義申め議論な〉ど。………:………

(3けポ十ﾉﾄﾚをめぐる質疑応答のとりまとめぱ講

　つまりｻ､＼と＼りあえず学生自身が感じたこﾉとを1

(4)リポ二ﾉﾄなどを通しで√問題の発見、/調査√

　を自覚さﾚせる。………ノ＼几……………J

(5)学生め積極性を促すような講義形態。……機会あ

11Cjj｛丿ﾘﾌﾟｔ}｡:……:^Ki'J､ipjjat>-V-/J-･ヽ-

なﾚ点が散見でﾌﾟき于た丁箇条書==き‥=に

ほ理学士/に対くしてそればjど興味

　　　　　=･-･ ・　-･-・=･-･

を説

・7J・70

ない。=

するこ=

つゝ

て]②学

せるぐ=

させる、

応七て

デオ鑑賞などを

ふ‥７.11▽じ　．･
りし人1助､13.1疋／JｙﾀＱ･ｏ=し

それﾌﾟに対す石講師ソ学生間の

.≒、･･･.･..･･ . ､･..･..･.こ:.･.一一･9.1､.･J..-..._=　●●=ふ､．
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　これらを別のかたぢで記述してみよう。わざとカタカナを多用してみるが(=筆者自ご身カタカナの

氾濫には苦い思いがするが、同時にそのような言語形態がフィットするエリアもあることを認めざ

るを得ない。ともあれ、若い人は、マスコミと同様カタカナを好むようだ)、念のためにそれぞれ

言い換えの言葉を入れておく。もちろん、日本語としてこなれていないが、ご容赦願いたいレ

（1）オーディオ・ヴィジュアル（視聴覚的）な要素を採り入れる、　　ト　　　　　十

（2）ライヴ（笙）やアドリブ（即興）の要素を採り入れる↓　　　　　　　2.･･..･.
.　　　　・　・

.レ

（3）講義ノートが予めあるわけではなく、講義を進めるうちに問題点を絞ってゆき√レジュメは最

　後にできる＊．　　　　ト　　　　　　　　　∧　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　し

（4）ワーキング（作業）の要素を採り入れる．　　　　　　　　　　　ト　　　　　‥‥‥　　‥‥‥

（5）アクティヴ（能動的）な要素を採り入れる．△　　　　　　　　　△　　　　　　　　　　ニ

　以上、基本的には、学生が講義に臨む際の受動的な態度を払拭するととが目的である。そのため

には、「講師の話を聴き、ノートを取ればそれでよし」といった従来型の講義を改革する必要があ

る。講義中、いつ自分に発言を求められるか分からないのでj（実際には、発言できそうな学生を講

師の方が物色するとしても）、ある程度の緊張が要求され、受動的な態度を改める=ための道が開け

る、と考えたのである。もちろん、必ずしも成功したわけではないが√方向としては、さほど逸れ

てはいないと自負している。もっとも、学生は、時間を与えてリポートを書かせるとよいものが書

けるのに、講義中に発言を求められると、なかなか自分の考えを表現できない、といづた点も指摘

せざるを得ない。　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　犬

　　　（b）講義計画の概要　　　　　　　　　Ｔ　　　　･。･。･。　　　･。。。

上記のような構想のもとに、以下や記すような講義計画を立て√その二部をプリントして学生に

配布した。一般に、昨今の学生は講師が作成したレジｊ､メの類を求める傾向がある。シラバスが定

着したのも、そこに一因があるのだろう。筆者が学生め頃と比べるjと隔世の感がある。たとえば、

筆者が学生の頃は、講義概要の項目に、「昨年度のつづき」上とだけ書かれたものがあった。今では

通用しないと思われるが、その突き放した感じが大学らしくてよい、といった意見もあり得ただろ

う。しかしながら、今の学生にはそのような感性は失われている6たとえば、筆者が学生の頃は、

受講方法に関する懇切丁寧な「マニゴアル本＊＊」の存在など、想像だにしなかった。また、仮に知っ

ていたとしても、学生としての衿侍が邪魔をして、そのような本など頭から受け付けなかったかも

知れない。当然のごとく、何から何まで手取り足取り指導することの是非が問われるが、差し当たっ

ては、放任（過去）にも過保護（現在）にもならない道を摸策する必要があるだろう。ともあれ、

レジュメには、‥板書を筆記する学生の手間やそれにかかる時間が省けることもあるのだろうが、講

師側も講義を簡単にまとめ、それを保存することができる、といった/「効用」があると思われる。

もっとも、これは、板書することの意義を考慮しないでの話だが……。　　　　上　　ト

　プリントの一部を採録してみよう。

＊　フランス映鄙7）「勝手にしやがれ（Ａ　Ｂｏｕt ｄｅＳｏｕffle）』の手法（脚本は撮影の最終日まで存在しなかう

　　た）を真似てみる。「勝手にしやがれ」（映画パンフレット）、東宝出版事業室、1987年、参照。

＊＊　『受講ノートの録り方大学・短大で学ぶ人（?）ために』、斉藤喜門編著、蒼丘書林、1997年（第15刷）、

　　参照レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
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＼｢基礎倫理学Ｉ丁(｢倫理学特殊講義71｣√｢T倫理学史冊4=｣

第↑回講義=乙犬(平成11年皿ﾌﾟ月23日)…………ﾉ=……:……………＼万………………しﾌﾟｿｹﾞ･jﾚ……万=.:

I
･･.

基礎倫理学の意図∧

＞ごの講義は√倫理学を身近な立場からこ考察し=でみる万ご

理学概論｣ﾀﾞ)方に譲うて√この講義では､∧も=うにfらし日常

したがって√あま孝大上段に構えで＼｢倫理｣＼を考え:るの

てきちんと考察してゆき:たいとしいう/わけです。尚………………

　さて√従来

まいjます6 そ･

の講義形式だけで1はJ√倫理め実相に迫るこ

れを防ぐための方策とニして、私は√ごの講

考えました。ﾉもち=ろん、映画なぢぱ何でjもいいと言うわ

｢倫

すが、犬私は、こ以下のよこう]な映画ヤを選ぴました。そこIには1、ブ玄ぢろブん私め好み=が反映七Iていレますからミニ]レ諸I君iこsま

退屈極まる詐品があるかも知れま¨せんレしか七ながら〕、/エJ倫=理め問=越を考えゾる=に際]しで√以才め映嗇は牡ずれも

ぞの役割を果た七得ると考えていますレ娯楽としでつ「映謝儀賞」ゾ………を.=行―I==I.うIy=i―.わI―.゜4jナy―々=jlG

∧ぐあ|り=ません6「七人の侍」が最も有名宍なもの=かでも知れ

　いろいろjなことを教えて|くれる］と悉いますノ＼………=1.:1.J･･.JI1万

②は√井伏鱒二の同名作品づの映画化です。しこの映画ぱ､j………i

トそれだけに留まらなyヽ=さ:まざまな人間φ心のあ/り方を哺

　とい宍うのﾉが私め考えですが√諸君は:どう思うでしょうj

③は昭和20年代から30年代にかけでの日本の農村の十風1

　ありょますか√「･さもありなん」と＼いっかリアリディノを十

六であ=りくながら「人間喜劇」宍のしづかり七｡した描写があ」

十でしようj　＼　…………j　……………==　万……

④は√数多い小津安二郎の傑作の中でも↓＼と＼くくに諸君

　京に暮らす息子や娘たぢに逢うたyめに上京した老夫j

嫁を演じでいる原節子の台厨に偽善を感じるかもj知;

ﾉで万いますが

t･癒えていない

も犬ぢろjん演出が

ご]そｽこにはﾚご平凡

こﾉも丁＼貴重な作品

で､＼東

･た息子の

いごのよ

は:家族とか、

め中/からレ人

＼るた)め∇にくも大

涯をモデルに1

め姿を描ｿぐこ
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⑦は、アニメーションです。野坂昭如の原作をこれほど上手に描くとは、正直言って驚きました。もっとも、

　非常に甘く感じられる部分もありますが、少年少女もそめ観客対象としている点を考慮すれば、それは致

　し方がないことでしよう。小説「火垂るの墓」を読んだときはまた別の感慨がありました。これを機会に、

　野坂の作品に触れてみれば、敗戦直後のことを少しばかり知ることができるでしょう６

⑧はドキュメンタリーです。もちろん、そこには演出がありますが､:単なるフィクションにjはない迫力がこ

　の作品には辰うています。映画の主人公は一種の変人で、執拗に天皇の戦争責任や戦時中の人肉食の実態

　を追及しでいます。普通ならば忘れてしまいたい事柄を挟り出そうと努めているのです。このような執念

　はどこから来るのだろうか、そんなことを思わず考えさせちれる作品です。

　さて、講義の形式ですが、―週間おきぐらいに映画を観て、次の週犬（あるいはさらにもう一週）に、その映

画を巡っで「倫理的な問題」を全員で討議する、というかたちをとり禿いと思いますレリポーターを四～五人

決めておいて、そのリポートに基づいて議論したいと思います。したがりて、最初の週は、ただ映画を観るだ

けです。ぽとんどの作品が２時間を上回りますから、６時を回ってしまうでしよ＼う（「基礎倫理学Ｉ」等し（金曜

日５限）の時間割は、４時半から６時までだった）。７時を過ぎることﾌもあるかも知れません。それでも構わな

いという人だけ参加して下さい。しかし、いつも６時過ぎまでは困るか√別の方法でその映画を観ることがで

きる人は、聴講可能です。あるいは、２回に分けて鑑賞することも考えています。但し、その場合はやや印象

を薄くするきらいがあるので、避けたいとは思っているのですが……。　　　犬

以上のような滑り出しで「実験講義」を始めたが、筆者の印象では√当方の意図は直ぐに学生に

伝わ七）たと思われる。ぢなみに、登録学生は約40名だった（後期は60名近くに増えた）。当初は、

ヴィデオ機材の問題（人数が多いと鑑賞に支障を来す）を､回避ﾚしたり､ﾀﾞ議論を活発にするために多

くとも20名程度で始めたかったのであるが、意外にも多ぐの受講希望者がいた。実際のj講義は計画

通りには行かなかったが（鑑賞する映画の変更､し講師側が望んでいたほど議論が活発化しなかった、

等）、参加学生の協力もあって、ほぼ活況と言えるかたちで半期を了えた。また√後期も、前期を

継承してほぼ同じような成果を得たら尚、選んだ映画についての筆者の全体的な意図は、「戦後日

本の倫理観の変遷」を学生に考えさせることにあった。どんな時代でも、いきなり現れるわけでは

ない。その時代を準備する先行の時代がある。現代の問題を考えるため=にも、その現代を準備した

時代を知る必要があるだろう。学生は、自分が生まれる以前の日本をあ1まり/知らないと思われるの

で、原則として、現代を活写する映画は避け、彼らの知ち＼ない世界を描jいたものを選んだ。また、

制作された年代が比較的新しいものであっても、扱９た時代が古いものを選んだ。ともあれ､＼一般

的に、われわれの時代は、実際にその流れに乗っている者には分かりにくいと思われるが、「激し

い変化を繰り返している時代である」と言っても構わないだろう。たとえば､北村薫の小説万「スキッ

プ」は、必ずしも倫理観の変遷に主眼を置いたものではないが、奇しくもわずか四半世紀（昭和40

年代初頭から数えて25年間）で、さまざまな風俗や文明の利器などとともに√日本人の倫理観が激

変したことを軽快に描いている。それほど、われわれの生きている時代は変化の激しい時代なのだ

ろう。ちなみに、筆者はこの小説の作者とほぼ同世代に属するので、そめ辺りの事情について実感

できる。さらに、この小説は広義め教育問題にも触れてtいjるので、｡その点でもふ読の価値があると

思われる＊。ｌ

　　　(ｃ)実験講義が目指す方向　　　　　　　ニレ　　十　　　　　　　　　　ニ

　　｢大学の講義はつまらない｣と言われてから久しいが､=創意工夫次第で十分に興味深いものに変

えることができる、というのが筆者の基本的な考えであ万る。もちろん、その創意工夫め中身が問題

＊「スキップ」、北村薫著、新潮文庫、1999年（第４刷）、参照。
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であることは言うまでくもjないが√少な/くノとﾄも＼､ﾉ一万こ.れ

が希薄な√.いわゆ=る＼｢∧ﾄ÷ダ･＼アン下＼､･ノチ」:-ｸ………(

伝統的授業形態ﾚを改革す1る必要があくる=しと思われる↓ﾚ

たことは誰もが承知七ﾚていることヶだろﾚう√大学教育

学人ならば関心を抱かない人はほとんどいない筈で

なく、授業形態そのものにも･メ=スを入れ４必要かあ

かに一掃するごとは難しいが､=｡ぺ徐々1こ|でjμtあれ･4･j講

なければな:ﾉらﾉな卜。ﾉそれには√ロ÷∧ドレずモンノ(イ

｢解剖台の上での｣ミシ=ｙとこうもり｣傘の偶然の出会｡り

いだろうが√講師が講義録を開示し√学生がその筆

だろう。偶然に出会づた者同士の蜀=に密度の高い交

に侯づこと大々あろう。………　=万二:=j…………………j

　たとえば､宍ベルグソンは√｢快楽ど苦痛｣……､万一と･･x､ゝう･｣1

をしている＊:＊i。すなわち√｢どんな活動も√あ｡る万い

やこれらの活動が生じる情勢に応じで快楽とも

d'actic〕池ﾚpeut§tre uねplaisir ou uneﾚdouleur selon

sりroduisent. 」∧とい=う=、活動に関わj=４サ般的記述=

　・　　.･　・　●　●.4 1●‥●　●　●･.●･.●･●　●≒･●　●･●.･　‥‥‥‥‥
いるものを知４こと以外の且的奇しも=たずに⊃（ｓａｎｓ ｏ)

彼らの著作を読むことは快楽である･．□その場合には．

かし､＼合格し＼なければなら=ない試験の準備で､………こ:

ぐ小さな＼もめとなる↓＼快楽が倦怠と化すこﾉとも/あ‥

べているのTかある。÷般に√｢自発的な読書｣∧と=ﾄ|

ベルクツダにこよれば√≒方は｢快楽＼｢p:1細面J｣て

このこ､とは誰の目にも明らかだろう。十…………万

　また√ウｊ=jドゲンシュタダインの講義も､大いに参

ように語るノ多少とﾉも長くな｡るが、示唆的な内容

要な箇所にはぐ原文も織回り込んでみる｡’・や゛。　上

　レレ｢講義は下準備もノートの類もなしに行われたJ

　　and without notりｓよかつて･ノ＋=トを準備ぐしぺ

　　た、と彼は私に語うていjた。く読み上げる内容/は

　　。だ表現をか･りれば､………ノ･･－｡･ﾄを読みは･じめ･る｡と犬√

ニ(the wφΓds looked上like･corpses')くのだと卜う几

　まる前に数分間だけ√前回に何を討議した=かヶを

＊｢授業1を変えれば大学は変わ｣る』、安岡高志]他二著、

＊＊『ロ÷ﾄ〉レアyモン全集』､し渡辺広士訳､∧居1i朝社:4

　　　　　㎜㎜　㎜㎜　　　　　　㎜■　　㎜㎜■　■■■* * * V. H. Bergson、ＣｏｕｒｓＩ√Legons deﾌﾟ

!887-1888, edition par:Henri〈Hude avec ｌａ〉(

Universitaires de France, 1990, pﾚ54ｿﾞﾉ(『ベルクソ

版局，1:999年｡133頁』。　＼……万　　　　＼　……

＊＊＊＊　cf. Norman Malcolm, Ludωig

edition, 1984, pp.23ト24.ﾕｿﾞ(『ウ=ｲ』?ゲンシュタダイy %:t弩旱

元訳√講談社現代新書√1叫3年(第10刷)√9～10頁几十二1:=･……Iﾚ

ど、大

けでは

ゆ:かな

るこべき

k深い.発言

ﾚ………こjの活動

じensemble

○

る。七

吐著し

√と述

μあ/る。

から、

↓次の

ﾚ:またj、重

ﾖ]にﾌﾟあｽいそをうか＼し

∧彼が友人に漏ち/し

･jよjj=:=うj万1:に:感1じられた

ﾑﾉずﾚぱ√講義のは＼じ

こ語う/たこ/とﾉがある。
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塀義ははじめに、前回のまとめを簡単にやって､/そこから新しい思索(fresh thoughts)に入っ

ていって考えを進める、というのが常であった。その場でものを考えるといった風なやり方

で(in this extemporaneous way) 講義を進めていけるめは、とりあ:げる問題についで、以前

から考えに考えをめぐらし、かつ今も考えたり書いたりしているからにほかならない、と彼は

言っていた。たしかに、そうに違いないのだけれども√講義中に生まれるものは、大部分が蓄

積された知識ではなく、その場でわれわれを前にして生み出される新しい考えであうた

(what occurred in these class meetings was largelｙｎｅｕ)ｒesearとh.)｣。ト

　この一節に描かれている講義の要点をまとめてみよう。蛇足ながら、マルコムの記述は、実際に

講義に参加していない人にも、ウィトゲンシュタインの独創的な講義を努糞させる、と付け加えて

おこう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

(1)下準備もノートもない講義である。し

(2)ノートを読み上げると、言葉は死骸のよう万になる。ト∧　　し

(3)講義のはじめに行うことは、前回の講義の回想である。

(4)新しい思索をその場で組み立てる。　　＼　　　　　ト▽

(5)そのような思索には下地があるが、基本的には講義中に生まれる。

　この中で最も大事な点は、講義中に新しい思索が生まれる、ということである。ウィトゲンシュ

タインの講義に参加した学生が、ウイトゲンシ４ダイン自身の思索にどれほどの影響を与えたかは

知る由もないが、いろいろな点で参加学生にかなりの神経を使）つていたらしいことを考慮すれば、

講義が一方的なものではなかったことが分かるだろう＊。までロートレアモンノの文毎を引用したが、

まさに「偶然の出会い」こそ、その原動力であ:ろ＼う。 それには、講師側も、学生側も､ト問題にして

いる対象に関して、自分のもっているものをすべでさらけ出し、互いにそれをぶつけ合わさなけれ

ばならないだろう。緊張を要するが、その緊張が新しいものを生み出すのである。教室が「解剖台」

になり、講師と学生が「ミシン」と「こうもり傘」になるにはレひとえにこの何か生まれるか分か

らないという「緊張感」にかかっているのである。。･････。･・。　　　　･。　　　　　･。･･｡

　以上のことから、講義に対する学生の姿勢をいか=に「義務」から「権利」へと変貌させるかが大

切であることが分かるだろう。学生自らがそのことに気付くに越したことはないが、取り敢えずは

そのように促すことが講師/め務めであることぽ、間違いないだろう。　＼　　　　　　し

Ⅲ．講義の実際

　　　（a）実際に鑑賞した映画　　　　犬　　　　　　　≒　＼　／

　筆者は、1999 (平成11）年度・高知大学人文学部人同文化学科および人文学科の開講科目である

「基礎倫理学Ｉ」（「倫理学特殊講義－ａ」、丁倫理学史－ａ」）（Ｔ学期）、「倫理思想史Ｉ」（「倫理学特

殊講義－b」､寸倫理学史－b」）（2学期）の枠を用いて、ヴィデオ鑑賞を伴う講義を行うた。当初

の計画に若干の変更を加えたが（後期の「倫理思想史Ｉ」等は、従来型の講義にするつもりだった

が、学生の希望もあって、ほぼ前期ど同じ形態め講義を継承した）、年間を通七て、10本のぽ本映

画を観ることができた。鑑賞の順番通り、以下にそれを記す。　　　　ニ　　　　　＝　　上

＊　cf:.N. Malcolm,　ibid･, pp.25～26.「訳書,」3ﾍﾟｰ15頁）。
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②｢生きﾉ岑｣√黒洋明ﾉ監督=ご東宝√1952年。ﾄ………

③j｢黒い雨｣万､……今村昌平＼監督√今村プゴ＝林原グ

④‥｢裸の十九才｣､コ新藤兼人＼監督、……=近代映画協会

⑤(それから)｣､十森田芳光＼監督√東映√1卵5年よ＼

⑥｢忍ぶ=川｣､＼熊井啓……=監万:督、lJF優座≠東宝ﾚ､……1972

⑦｢砂φ女｣√勅使河原宏＼監督√勅使河原=ブロ･､･＼y｣･

⑧｢どですかでん｣√黒滞明＼監督√四騎の会

⑨＼｢海七毒薬｣、1ﾀﾞyyR･井啓……監督レ｢海と毒薬｣』
　 Ｗ ･ ¬ ＝ ＝ ・ ・ ・ ・ ＝ 　 ･

簡単ごに√鑑賞め＼｢狙い＼(学生に考えて欲しし=いことﾌﾟ)』…………｣4

みようノもしち/ろん、学生はさ＼まござ/まｿﾞな受け止め方をすﾚ芯=

族観の変遷√②死生観および人間の使命√③戦争の悲惨

の閉塞感互親φ気持√⑤社会に対する罪ﾉど自然ﾉに対す岑

属意識と=生=ぎ甲斐、⑧生き方の特殊性とその容認√⑨神

別問題と国際化レ　　し　　上･　十　ﾚ……………∧＼

　イb)ト鑑賞の意図の詳細………　…∧六十…………＼……:･=1 ｡1y･｡･｡

犬先ず、まで〕もﾉ記したよ＼うに√筆者が意図くしたことｿはてﾉ

ていると＼いjうこ＼と＼をミ映画鑑賞を通:して学生に実感レさくセ

ピック･〉(1964年)辺りﾚを境に:し七√戦前の道徳観は徐ﾉ湊

に定着してき･だレというのが筆者の印象であるﾚ。……も
I

.･｡･:･ち｡Iろ

が、おお＼むね次の=ような変化と捉える万こﾚとができ石ｹだいろ

精神主義に代わる物質主義レ身分制度に代わる､民生主義

や核家族化に伴うニ世界観や人生観の変化√各種メデ才/ﾂ

経済の発展は未曾有の高まりを見せl……=国=民全体め生=活冰

人が実感:してTいる事実だろう犬。〉ま＼だ√曲が町なりしにjもｿ5j(

これまた事実であろう↓＼しかし:ながぢ√国民全体j

な問題が噴出しなのも=この時期々あ右よﾄ公害問題j

た)､ニ世代間ダ)断絶､ﾆ政治の混迷√大企業の暴走↓=

する閉塞感:､〉都市の過密化とﾚ農漁村め過疎化√都)

種の伝統技芸に=おける後継者不足による衰退√㈲

れば切ｹﾞりがないぽどである√もちろんミこれうち＼のj問

けてさまざまな努力がな=されてjきた言……日本=の･現状を

にはなうて=いない。 学生運勤め激化と沈静化]を:経で

文句はあるjが、□耐え難こいほどではない｣……:とJ･､ゝうjの

　しかし√玉葱は芯から腐るよ=うに、表面的ﾚなも::･

jと同然である。今こ｡そ4……玉葱を割って√中身を総

が子を私物とみなして虐待し√挙げ何の果て:にぱ

:気持をまったくﾉ理解できず√自･暴含棄に/陥づ=七驚

に手を打たなければ、現代の日本は√身動きくでき

用いて示=して

心ﾚあくるﾚ。士①家

付ﾋﾟに伴う若者

⑦帰

⑩差

:な変遷を辿づ

東京オリ=ン

の心

ある

1あ:名八;ﾉ戦後ﾐ

つは:ご多｛の

ちれためもこ

ぺ＼さ‥まｹﾞざま

ど√数え上げ

ぞめ解決に向

｣……=を叫ぶほど

‰……｢.Jy.･ゝ･｡･ろ万V｣ろ

なﾚいだろうか。

にしていしるの

めであyるｽよ親が我

ﾄ逆に子供が親め

ﾚる=につ卜け、早急

(も)あ:=り｣/の無
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法社会に堕するかめきわめて危険な状態にある、と言いたぐなるほどである。　　＼犬‥‥‥‥

　筆者は、特定のイデオロギーを学生に押しつけるような講義は論外とみなしているが、かと言七）

て、単に客観的な倫理説の分析に終始するような講義も√もはや時代遅れだと思っている（もちろ

ん、そのような講義を存続させる意義は消えているわけではないが）。しかし、まったく何め前提

もない講義はできないので、少なくとも、「すべての人間が健全に生きてゆくために、われわれが

しなければいけないこと、あるいはしてはいけないこと」について、参加者全員で討議してゆぐ形

態の講義を摸策しようと考えたのである。‥‥‥‥十　‥‥‥‥‥‥‥‥十　　コ

　成果は、学生のリポートや授業中の発言などに徐々＼にではあるが現れてきたと思っている。何よ

りも、「双方向即興講義」と名付けた形態に親近感を寄せてく=れた学生の多かったことが救いであ

る。もちろん4すべ七がうまくい:つたわけではけっしてない。たとえば√積極的な態度で講義に臨

む学生は相変わらず少数派である。その点についでは、最終節〔第IV節〕丿

　　　　十二　　　　犬　………　Ⅳ。今後め展望　　　　　　　　　　犬　‥

　　圓双方向性の大切さ　し　犬　　　　　　　　　十　。･。　･･。　　　　　　。･･１

　高知大学は√文部省メディア教育開発セツタヽ¬が開発した丁衛生通信大学間ネヅ下ワうｰ-ｸ士スペヽ－

ス・コラボレーション丿システム(Space Collaboration System ＝ scs)」参加大学のブつである。

SCSとは、「映像交換を中心宍とした衛星通信ネットワこクシステムで、全国め大学等を結び、新し

い遠隔教育のツールとして教育面のみならず研究交流など吟面でも有効に活用＊」されるとしころの

ものである。筆者もSCSによるいくっかの講義jに参加して、「仮想大学＝=ヴァーチャル・耳ニヴァー

シティ(virtual university)」構想り可能性にやいて考えてみたことがあるが､ﾀﾞ①宣伝が行き届い

ていないこと、②各種通信機器の制御に不安があること､し③参加者が不慣れなこと、④システムと

釣り合う講義にはどういうものがあるかが今のところよく分からないことなどの点で、まだまだ

「未来の大学」というイ〉メージを払拭するこ∇とができなかうた。しかし√もし成功すれば、同セン

ターが謳っているほどの効果があるかはともかくとして√かなり有力なメディアになることは間違

いないだろう○ ･･●。 へ＼　　　　　　　＼　　　犬〈　　　＼　　　ニ　　　　ニレ　　　　〉　ぐ

　そのSCSの特徴を挙げる=と/、①双方向性、②容易性√③経済性、I④大きなネットワーク、しとの

由。われわれがここで問題にしたいめは、①の「双方向性」であ」る。犬先に挙げたパンフレッ：トによ

れば、「一般のテレビのような送信者から受信者への一方向の通信とは異なり、ﾄ互いに送・受信者

となって複数の局で討議が可能となる同時双方向性:を有」す､る､こと説明されている。ラジオやテレ

ヴィなどの丁放送」による教育はこれまでも十分な働きを示してきたが:√残念ながら丁÷方通行」

の欠点は拭いようがなかった。このSCSは、その欠点を補って余り=ある=特徴を備えているという

わけである。しかしながら、注意すべき点は､千そのような同時双方向性の回路を確保しても、実

際にその回路が回るかどうかは参加者次第」ということである。し回路があっても、誰もそれを利用

しなければ、相変わらず「一方通行」は解消できないからである。往々にして、送信者と受信者が

円滑なかたちでぞの役割を交換することには、かなりの困難がある6たとえば√学会や研究会など

で、発表が済んでもなかなか実のある質問が出ないことを防ぐために、予め/「特定質問者」を設け

ておくことがあるが、これなどは「双方向性」の困難さを物語る好例である6　ト　　　　　　　万

　さて、一般の講義においても､∧同じことが言えるだろう。/多くの場合、講義中や講義が終わっな

＊　文部省大学共同利用機関犬･メディア教育開発センター(NIME=National Institute of Multimedia

　　Education)発行のパンフレット「SCS」、参照．　　．．･･．･　･･　　．・　　　　　　　ｌ　　　　ｙ　　＼
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後で、‥生産的な質問が出ることは稀々ある＼よ千度で/も=教壇拡立/づがこ七のヽあ才石者な宍ら=ばﾐ……･

でも経験済みめ事柄であろ＼う＼レしたがづてミ……｢同ﾚ時双方向性を確=保寸本二……幻ﾉ………と=万l=｣ ゜:｢jそれをi

ための方策を立てるごと｣こと万は､………:そ･れぞれ別の事柄|に属)1

時双方向の＼｢場｣トをつyぐるだけで満足＼して肆な程ないﾉこＪ

＼そ:もそも=√｢双方向性｣ニは、なゼ大事なﾚのだろ＼う＼が｣……ﾚ先

者を問わず､〕発言者め＼｢発言｣トを=受け手が理解:したかﾉど=ﾂﾞ

う点である。＼たど=えば√講師があくる事柄を説明した後々ｹﾞ1

る方法が考支ぢれ右。理解されたか＼どうｿかは==､几･聴=講者めﾚD

だろう√理解か及んでいないと判断Jしか場合は√さくらﾄにa

ぞのようしな作業を繰り返す:ごとによづて、講師:の伝:えﾚだ万も

うわ伴であるし＼ま=た√反対に√聴講者めj質附に対こしでﾉ√4

十分に答えら/れれぱ√聴講者め理解が増すことは言/う……jま1･･う

合でも、＼宿題にする手があるよいずれにしてもて:＼も＼し……=l｢･21

らのことは実現が覚束ない事態であろﾚう。‥　　…………:j=………………

　第二=に△｢双方向性｣が大事であると考え]られるﾉのぱ√|

醸成でき払………と｡=Vゝう点であるノf双方向性｣が確保ざれす

｢心ここにあ:らず｣＼を決め込むことができ＼る。/その↓与ﾌﾞな

を受ける･か分から･ないと/いう体制ﾚを敷jく必要があ石よ=……;･に11=･i

見合う講義が展開できれば、けっしてその緊張jは無駄に4。

　第三位√即興から偶然の産物を得るこ=とができる七ﾄﾉｦ

意された)内容しか生じ=よ＼う＼がない。聴講者宍に=とぅでぱ未ﾀ

師にとっ七ﾚは通い慣れた道を往来するに過ぎないめ々ﾉあﾌﾞ4

問題の新たな展開や√講師すら意識しなかづﾚだ事柄しに遭j

らが実現する‥ためにはミ講師･/聴講者双方の､＼＼問題lこ対う

うまでもない√　　　‥‥‥‥　　‥‥‥‥1………=……
I
∧ﾉ………=:j･:｡･｡万｡｡;･1万

　第四に√聴講者から受動的な態度こを追い払い√積極的j4=

点である√方法jとしでは、ワ←キノングレ(作業):=の要素ｽやﾚt

具体的には√聴講者が√問題に/している対象にういてﾚ=lし=jjｹｹ5

てこなければ√生産的な意味で講義に参加することはｻ醸

を聴講者に促すのは講師め役目であるが、最終的ぱ講義j

の割合で聴講者自身の積極性にかかっている√と言ｿﾞづぐてｿﾞよじ･

も殺すもﾐ……万参加者ヤ人十人の:自覚次第なめであくる6＼……=万一＼ﾚ………ﾕ･jy.万1万･･･.=万..･

最後に√「双方向即興講義」におけるギャッチボご

点をもう二つ挙げておこう。▽それは、小論め第Ⅱﾌﾟ節

yとめを作成するということであ巻。講義ノ２ﾄ:を用

のレジュメ＼を切り、聴講者に配布するという¨段取りﾚ

中の発言√覚書のために板書した内容､犬レジ土メ作

すべきﾚ文献などを元にしてレジごメを切ることにな

と締まりめない講義になうでしまう乙言い換えれば4=ﾉｿﾞ『=雁か

(資料)を/配布すれば√聴講者には自分の書いたﾉﾘﾀﾞﾎﾟﾌﾟ÷……ﾄ1万万ｶﾀi

不満が生じ=るこﾚとめ可能性はさておき)､トj自分万以外の聴講笥

講義をまと=めることによ犬づで√反省め材料にする犬こﾚと………ｶﾀや宍.万一き

れは誰

用する

ﾀﾞき,るﾐ………と:v^

い=でﾚ質問す

)とﾉができ=る

採ら‥れる。

でゆく∧とこい

憾｣=が

して√

づ質問

＼それに

ろjん､……そ.れ:

るトこ……と=万に

るﾚとしいう

り入れる。

をし

自覚

なり
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作った」という実感が残る。聴講者はリポートに追われ、講師は自転車操業を余儀なくされるが、

それに見合う達成感も得られるのではないだろうか。さらに、ま万とめられたもめは√次の講義計画

に供されて、新たなものを生み出す源泉どもなり得るだろう。

　　バb）自分で考えることの大切さ　　　　　　　　　　　　‥　　ノ　　Ｉ

前項では、「双方向性」の大切さを論じたが、本項では√少七ばかり=「自分で考えること」の大

切さに触れておこうら　　　　　ト　　　　　‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　さて、大学受験めための勉強を「知的拷問」と呼んだ人がいたが、それは「受験戦争」や「受験

地獄」という言葉とともに、当め受験生にとってはけうして大袈裟な言葉ではないだろう。第一、

勉強する対象に興味が湧かなければ、理解するめも困難だし、何かの項目を丸暗記したとしても、

それが何に役立つのかはなはだ疑問である、と言わざるを得ないだろう。しかしながら、多くの受

験生は、目標の大学に入学することを夢見て、無味乾燥とも言える勉強に耐えている。どこ=にでも

見られる光景であるが、「それこそが問題である」と言われる割には、あまり改善されることのな

いものの最たる例であろう。大学生の無気力に同情して、「あれは受験戦争後のリハビリである」

と語った人がいたが、大学がリハビリテーションの場であるとすれば、由かしき事態と言えなくも

ない。さらに、そのことが常態化すれば、大学の存続そのものが問われるこjとにもなりかねないだ

ろう。筆者は、大学が市場原理に巻き込まれることも問題であると考えているが、それ以上に学生

の勉学意欲の低下に危催の念を抱いている。勉学することの意味そのものが見えない学生ばかりを

抱えた大学など、とても「大学」とは呼べないからである。　　＼　　　　犬上　　　　　　　ニ

　それでは、そのような大学の危機、ひいては学問の危機を、どのように回避すべきなのだろうか。

方策としてはいささか素朴なものであるが、「自分で考えることJJの大切さを、機会あるごとに喚

起することではないだろうか。大学受験に付き物の「詰め込み勉強」がいかにつまらないものであ

るかは、誰もが承知していることであろう。受動一辺倒で、主体性の食い込む余地がないからであ

る。もちろん、高度な学問の世界に入るためには、必要不可欠な知識を身に付けなければなちない

ことは誰にも否定でない。しかしながら、ただ「覚えなければいけない」とい頭から言われても、や

はり勉強する側にとっては「動機付けの点で弱い」と言わざるを得ないだろう/。勉学することの楽

しさ、人生における意義、社会的な重要性などをしっかりと理解することな七に、誰が膨大な時間

をかけてまで学問に取り組もうとする気持になるだろうか。自分の考えを鍛え上げ、それが人生の

知恵にまで昇華するのでなければ、学問など無用の長物七ある。それには、=「自分め頭で考えるこ

と」が最も大切なことは言うまでもないだろう。九官鳥は人語をしゃべるが、自分の考えを語って

いるわけではない。われわれも、自分を語るため:には、先ず自分の頭で考えなければならないだろ

う。人の考えを語るだけであれば、九官鳥とさして変わちないのである。ニ　　　＼

　さて、「自分で考えること」を磨き上げるための方策として､=参考になる事例を挙げてみよう。

それは、たしかに日本のことではないが、むしろわれわれ日本人にとりてこそ、まさに傾聴に値す

る事例であると思われる。 レ　　　　　　　　　　　　■

　フランスに「バカロレア(baccalaurea=高校卒業、大学進学資格試験）」（略してバックＢＡＣ）

という制度があることは、比較的よく知られてい名。このバカロレケに言及している:新聞記事があ

るが、その大略を自由に引用してみよう＊。

＊｢決断学ぶフランス・エリート｣、倉田保雄√｢毎日新聞｣、1998年７月９日付、参照。自由に引用したので、

　　趣旨を損ねた虞があるが､濠の場合は寛恕を乞う。芦らに、｢リセ(lycee)｣よに９yヽては、『シモーヌ･ヴェー

　　ユ哲学講義』、アンヌ・レーノー編、渡辺一民／川村孝則訳、人文書院、1982年(第２刷)、参照。尚、

　　ヴ土－ユのリセにおける講義は、学科課程表を無視した彼女独特のものだったという。同書、319頁、=参照。
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挙げた新聞記事と似た趣旨をもつ別の新聞記事での発言亡ある＊。最初の記事が高等教育に関わる

ことだとすれば、以下に引用する記事は中等教育に関わることである。程度の差がどうであれ、

「自分がよく生きるためには他人任せでは駄目で√自分の頭を使うていろいろ考えることが重要で/

ある」という点は両者が共有していることだろう。上に倣って､/自由に引用させていただく。

　　「ソフィーの世界¨」の作者ゴルデルは、日本の中高生を前にして、「情報が飛び交い、価値観か多様化する

世の中で、自己をどう確立したらよいのか」という生徒の悩みに答えで、「自分にとって真に価値があるものを

考えることで答えが導かれる」と説き、「人は皆違う価値観をもっ七いると思うが、私ならば、健康､友情､愛、

豊かなこ自然環境、自己実現能力の五つを挙げる。どれも金銭では買えない」と語り↓自分にとらで何が本物で

何が偽物かの価値観をしっかりとっく犬りあげることこそが最も重要である、と訴えたという。　ニ

　今日、相次いで発生する十代の凶悪犯罪が社会を震憾させている一方で、無気力な自己中心主義の生徒の増

加も指摘されている。もとより、大部分の青少年は､/急激に、しかも根本的に変わりつつある社会の中で、自

分なりに「よく生きよう」と懸命に努力していることは言うまでもない。▽‥‥‥‥‥‥　‥　　　　　万

ｹﾞ過激な反社会的行動に走る青少年にも、自己中心的な青少年にも、そして普通の青少年にも、心とからだの

成長期にある者として、昔も今も、誰にでも共通する悩みがあるように思われる。その悩みを他人が軽いとか

重いとか区別することはできない。悩みを抱く本人にとっては、その悩みはいつも「生きﾉ死に」に連なる性質

のものであるから。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　Ｉ　’

レ誰でも、若く幼い頃は、必死になって自分を探していた筈である。心の安定を求めていた筈である。この自

我の目覚める時期には、両親、教師、友人、書物、山登り、スポーツ､＼趣味……何でもjよいが、心を支えるも

のが必要である○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　　　　　■　　■■　　　■■　■■･　　1･:　　　　　　/･■■

　もし、大人であるわれわれが、青少年の悩みに積極的に応えて、彼らが人間的に成長・自立する手助けをし

たいと思うならば、先ず本音で「一緒に考える」場をつくることが大切である。ここで提言であるが、一つの

適切な場を構築する手段として、中学や高校の授業に「哲学」∧を導入するこ:とμどうだろうか。シ

　哲学というと何か難しいことのように思えるが、そうではない。今の子供たちが何を考え、何に悩んでいる

かを彼ら白身に教えてもらって、それについで一緒に考えることが、その第≒歩である。△ゴルデル流に言えば4

「自分にとって何か一番価値があるか」を問うことである○-･･愛について、友情についで､=性について、生きるこ

とについて、死について、進学について、お金について、地位と名声についてj、生徒と教師とがともに考え、

語り合うことである。答えを出すことは必ずしも必要ではない。下村寅太郎によれば、「哲学は必ずしも結果を

目的とはしない」からである○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　■･　■　　　　■■

　さて、フランスのリセように、哲学を尊ぶ姿勢がこの日本に根付くことは容易ではないと思われ

るが、少なくとも、今日まで繰り返されてきた丁詰め込み教育」の弊害を本気になって見直すこと

をしなければ、糸の切れた凧のように、われわれの社会はいつまでも迷走を続けるに違いない。文

部省は、教育改革の中で、教育を受ける者が修得すべき能力に言及して、「問題探求能力」という

言葉を用いるが’¨、その意味するところを換言すれば､丁自分で考える力」＼というこ/とになるだろ

う。「自分で考えるということ」は、「自分勝手に考えること」万や「自分に関わる事柄の枝葉末節に

拘ること」ではない。「自分で」という言葉が表現する/立場は√周りを顧みない「利己主義」や単

なる「個人主義」とは遠ぐ隔たっているのである。それは、自分の生き方をさまざまな角度から検

討し、日常生活の中で自分の周囲の人々と協調しながら、最終的には「自己決定」を行ってゆく立

＊「中高に哲学の授業を」、成田十次郎、「高知新聞」、2000年９月10日付、参照。尚√ここでも自由に引用し

　たので、趣旨を損ねた虞があるが、その場合には、上記記事と同様寛恕を乞いたい。つ十　　　レ

＊＊『ソフィーの世界哲学者からの不思議な手紙』、ヨースタイン・のレデル著、須田朗監修、池田香代子訳、

　　日本放送出版協会、1995年（第９刷）、参照。　コ　　　　　＜　　　　ト　　　　　　　　　　　し

＊＊＊「学生め「知離れ」と教員の不適応」、植村高久、『高知大学教育研究論集』（高知大学教育開発委員会）、

　レ第４巻、2000年、所収、５頁、参照。　　　　ト　　　　　‥‥‥‥１　　　　　　　：　　　＝
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い。たとえば、人は、煙草の吸い殻やありふれた風景であっても、それらが何かの記憶に結びつい

ている場合、他者には無価値と思えるものに価値を見出すことはあり得ることなのである。

　また、数字では測れない価値をもつとされる領域に関しては、もはやお手上げだろう。たとえば、

芥川龍之介は、「MENSURA ＺＯＩＬＩ＊」という作品の中で、芸術の価値を測る困難と不毛を描いて

いる。当該作品には、芸術の価値を測る器械が出てくるが、当の器械（価値測定器）を考案したソ

イリア国民は、諸外国から輸入される芸術作品を一々この測定器にかけ七無価値のものは輸入禁止

にする一方で、自国の芸術作品をその測定器にかけることを禁じているという。/というのも、自国

の作物（著作や絵画など）を測定器に載せたところ、針が最低価値を指しだかららしい。つまり＼、

ソイリア国民は、測定器の正確を否定するか、自国の作物の価値を否定するか‥…･のディレンマに

陥ったというわけである。　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　犬　　　　　　▽

　一般に、芸術作品は、そめ価値を数値化できないものの代表と言える。ししかしながら、何十年、

何百年を経ても、多くの人々を魅了し続ける作品は「古典」と呼ばれるようになり、その価値は不

滅のものへと高まるのである。そのような作品は、けっして数字では測れない。たとえば、芸術作

品の価値の単位を「アート(art)」と名付けたとしよう。「ミロのヴィーナス」が10アーツならば、

「運慶・快慶の金剛力士像」は8.7アーツに相当すると言えば、滑稽の極みであろう。但し、たいて

いの場合、売買される芸術作品には値段が付けられる。しかし、その値段は便宜上のもので、芸術

的価値とは別の次元のものであることは√良識ある人ならば誰もが了解していることであろう。

　以上、価値について、差し当たり考察すべきことを論じた。もちろん、マックス・シ土－ラーな

どの「価値哲学」に触れたわけではないから、ごく常識的なことにしか言及していない。しかしな

がら、本項は本格的な「価値論」を展開することが目的ではないくので、ここで打ち切ることにする。

　最後に、それを承けて、ゴルデルが語った「自分自身で自分め価値観をつくﾀﾞりあげてゆくこと」

を吟味してみよう。実験講義で目論んだことの一つは、学生の主体性を引き出すことだった。自分

自身の「価値観」をもっていなければ、主体的な行為なと↑夢のまた夢である。したがって、価値の

問題は、深く倫理に関わってぐる。　　　　　　　　　　ト　　ノ　　　　≒

　一般に、真理、食物、財貨、名誉、健康、愛情､く平和√美、信仰などは、それぞれ別の尺度で価

値があるとされる。ゴルデルは、健康、友情、愛、豊かな自然環境、自こ己実現能力の五つを挙げて

いるが、他の人ならば違った答えを出しているごだろうレところで、多ぐめ場合√その答えを生み出

した過程に問題がある。本当に自分で出した答えかどうか、怪しいことがあるから。たとえば、あ

る価値を尊ぶ者が、その理由を訊かれた場合、「何某がそう言ったから」=とか1「デレヴィでそれが

いいと勧めているから」と答える者がいる。▽たしかに、自分の価値観を形成してゆく際に他者から

影響を受けない人はいないだろう。しかしながら、安直な宜伝にのせられて、自分で本当に価値が

あるのかどうかを吟味しないままに、ある事物や事柄に価値があると思い込んでしま七）では、自分

自身で自分の価値観を形成したことにはならないだろう。往々にして、人は、対象を自ら考え抜く

ことをせずに、権威や権力（それが似非であっても）に盲従して七まいがちである。ﾀﾞ行勤め指針と

して重要な価値観が他人のものだったら、その行動もまた他人のものだろう。　　　十

　さらに、上で挙げた一般的な価値ではなく、自分だけに通じる価値、あるいは自分自身の価値に

ついて＼、深く考えようとしない者は、他者にとっての価値を軽視するし、他者自身の価値も見出せ

ないだろう。ひいては、他者を理解することなど不可能だろう。自已め価値を見出すことのできな

い人に、他者の価値を見出せという注文には無理があるから。もちろん、それは自己にだけ通じる

＊「芥川龍之介全集第二巻」、紅野敏郎他編、岩波書店、1995年、本文34-42頁、注解ﾆ（酒井英行) 298～

　　300頁、参照。　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　犬　　　　　　　　　　　　ト　回
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価値を人に拝し付げる=こ。とでぱないし、∧自己め能力j4

物差しにして√他者の力量を灘る＼とすれば4/ケ価―値め１

つ。まり√自己の価値は=あくレまで。自己め価値であづすミレ

ためではない)∧回答であくる=ぷ｢君丿自ｿﾞ身μどうﾚ考え

そらﾄくぺ……==･.自分でなぜそ:う思う画かにうい七i･ご:｀ぺあ･･
･ま=･･.万i

｢知め消ﾚ費者化｣､＼｢知的未成熟｣√｢アカデミズム………万･1

ある.が＊√｢詰め万込み勉強｣〉や十｢価値のザ元化ｽ

因ではないか√と=筆者は考えてい万巻。＼ま/た、

　　　　■■　■■　　■　･･　　　●　・　　　　　　・　　・・　･･一山ぽどあjる･ヤレもちろん√学生.をｲT思索｣ぺ:とﾚ1

しその努カ：を怠る‥な布ば√｢倫理｣トを教える＼どこ

(問答法寸ディアレレクレテすケノ≒)｣=によ……つ｣｣て若者･

のようlに√たjしかな伎倆に裏打ちさyれたﾆ自

　　参考文献＼　………万……………＼　=…………:　　　……

以下に挙げる参考文献は√鑑賞した映画の原作や、
　 ¶ Ｊ ’ ● ¶ ・ － ・ ｆ 　 ・ ㎜ ． 〃 － Ｆ ’ ■ ■ － 　 ¶ － 〃 ¶ 　 　 －



倫理は教えられるのか一実験講義の現場から（武藤）

｢逃走論メキソ･キッスの冒険｣、浅田彰、ちくま文庫、1993年(第12刷)。

｢排除の現象学｣、赤坂憲雄√ちくま学芸文庫、1995年。　十　　　　十　　　　　十

『日本的霊性』、鈴木大拙、岩波文庫、1994年(第26刷)。＼　　　　１

｢日本人とユダヤ人｣、イザヤ・ペンダサン、角川ソフィア文庫、1999年(第91刷)。

『道徳形而上学原論』、カント、篠田英雄訳、岩波文庫、1995年(第49刷)。

｢幸福について｣、ショーペンハウアー、橋本文夫訳、新潮文庫、1992年(第40刷)。

『菊と刀』、ルース・ベネディクト、長谷川松治訳4現代教養文庫√1993年(第95刷)。
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